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日本聖公会横浜教区 信徒神学校 第 31 期特別講演会（於：横浜聖アンデレ教会） 

 出来事としての福音書 

語り継がれるイエス伝承の一断面 

山野 貴彦（聖公会神学院専任教員） 
 

概要： 

福音書とはイエスにつき従った人々がイエスの死と復活および昇天を体験し、その後、彼をキリス

トと信じるに至った、その記憶の語り継ぎの中で徐々に形づくられていった書物であり、福音書に

見られる御言葉は、一気に執筆されたものではありませんでした。 

本講演では、当時の共同体に伝えられた物語や言葉が、どのように受け継がれ、解釈され、それぞ

れに個性を持つ四つの福音書に結実していったのかを、個別の物語や教えを参照しつつ概観します。

歴史と信仰の証しとが交差する中で生まれた福音書を「出来事」として捉え、聖書からより豊かに

学ぶための視点をご一緒に探ってゆきたいと思います。 
 

新約聖書の構成 

 

1. 福音書成立の前提 

1.1.1. イエスの出来事とその後 

 紀元 30 年頃 

  ナザレのイエス（ユダヤ教イエス派）の活動 

   ガリラヤ（ことにガリラヤ湖周辺）で活動（30 歳：ルカ 3:23） 

  十字架における死、その後の復活顕現、高挙（昇天） 

   弟子たちの経験 ―「家の教会」におけるイエス受難の追憶 

佐藤研「喪の作業」（『悲劇と福音』115 頁など参照） 

   →ユダヤ教イエス・キリスト派の形成 

1.1.2. ローマ帝国統治下のガリラヤとユダヤ 

 たびかさなる総督の横暴と傀儡のヘロデ家領主統治 

  ユダヤ人たちにとっての屈辱と苦しみの時代 

   不満の爆発→第一次ユダヤ戦争：紀元 66-73 年 

     （戦争後半の 70 年にエルサレム神殿が崩壊） 

 「神の家」の喪失、それでも終わらなかったこの世界 

構成 

福音書:4   書簡:21      黙示文学:1 
 

マタイによる福音書 ローマの信徒への手紙 エフェソの信徒への手紙 ヨハネの黙示録 

マルコによる福音書 コリントの信徒への手紙Ⅰ コロサイの信徒への手紙 

ルカによる福音書  コリントの信徒への手紙Ⅱ テサロニケの信徒への手紙Ⅱ  

ヨハネによる福音書 ガラテヤの信徒への手紙 テモテへの手紙 Ⅰ 

   フィリピの信徒への手紙 テモテへの手紙 Ⅱ 

歴史書:1   テサロニケの信徒への手紙Ⅰ テトスへの手紙 

使徒言行録  フィレモンへの手紙 ヘブライ人への手紙 

 ヤコブの手紙   

 ペトロの手紙 Ⅰ 

 ペトロの手紙 Ⅱ 

    ヨハネの手紙 Ⅰ 

     ヨハネの手紙 Ⅱ 

     ヨハネの手紙 Ⅲ 

     ユダの手紙 

 

 

 

3.2. 使徒教父文書 

十二使徒たちの後の時代に現れた教会指導者たちによる文書群 

→ヘレニズム・ユダヤ教の影響を受けつつもそれをキリスト教的な要素に転換していく教えの構築

やそれまでのユダヤ教と袂を分かつ祭儀などの方向性を打ち出す 

※早期の文書は新約聖書の正典 27文書とほぼ同時代に成立 
 

 残存する文書群 

ディダケー（十二使徒の教え）    ポリュカルポスの手紙 

バルナバの手紙        ポリュカルポスの殉教 

パピアスの断片        ヘルマスの牧者 

ローマのクレメンスの手紙――コリントのキリスト者たちへⅠ/Ⅱ 

アンティオキアのイグナティオスによる七つの手紙 

ディオグネートスへの手紙 
 

3.3.  新約聖書外典 

おもにグノーシス主義者たち（後の正統キリスト教会から――神やキリストに関する理解

がまったく異なるために――異端として追放されてしまう）によって執筆された文書群 

→正典聖書で語られていない側面を語る（後世の芸術作品などへも影響） 
 

代表的作品群 
 

福音書         行伝系        書簡 

エジプト人福音書     ペトロ行伝       セネカとパウロの往復書簡 

ユダヤ人福音書     パウロ行伝（パウロ・テクラ行伝）  ラオディキア人への手紙 

ユダ福音書      ヨハネ行伝       フィリポに送ったペトロの手紙 

ニコデモ福音書 （＝ピラト行伝）  アンデレ行伝 

ペトロ福音書      トマス行伝 

ヤコブ原福音書 

トマス福音書      黙示録系 

トマスによるイエスの幼時物語  イザヤの昇天  シビュラの託宣 

マリア福音書      ペトロ黙示録   ヤコブ黙示録 

フィリポ福音書       パウロ黙示録   アダム黙示録 

*さらに 『ソロモンの頌歌』 『使徒パウロの祈り』 『ペトロの宣教』 『復活に関する教え』 『アルコーンの本質』『こ

の世の起源について』 『三体のプローテンノイア』 等々、様々な文学様式の多数の文書が作られた 
  

共観福音書 

ルカ文書 

真正パウロ書簡 

第二パウロ書簡 

公同書簡 

牧会書簡 
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1.1.3. 「世の終わり」の遅延、弟子世代の死去、宗教的アイデンティティの問い 

 終末の到来が成就しないことへの疑問と答え 

  神の治めが世にゆきわたるまで人間の想いより多くの時間がかかる 

  キリストに信頼する者たちの、この世界での役割に対する省察 

 イエスに直接学んだ者たちの減少 

  十二弟子たちの死去 

伝説ではペトロは紀元 60年代にローマにて殉教――その歴史性について

の議論はあるにせよ、十二弟子たちの歴史からの退場 

使徒パウロもおそらくローマで死去 

* ペトロやパウロの殉教については紀元 100 年頃に成立した著作クレメ

ンスの手紙：コリントの信徒たちへⅠ 5 章に言及あり 

  →口伝から文書伝承への移行――イエス伝承については既に成立 

 ローマ帝国の「ユダヤ金庫」制度（フィスクス・ユダイクス Fiscus Judaicus） 

  ユダヤ人たちに対する新課税 

   エルサレム神殿に納めていた税金を、ローマ帝国の神殿への税金に変

   更する命令――支払えばユダヤ教徒のままでいることを保証 

   →イエス・キリスト派からすれば無関係 

既にユダヤ教はエルサレム神殿なき後の律法を軸とした新体制

へ移行準備 

エルサレム神殿における祭儀を重視していなかったイエス・キリ

スト派としては宗教思想において既に違和感 

―― 他者からのアイデンティティに関する問いがこれを激化 

→「律法と預言書」以外に、イエスをキリストと告白する自分たちのための文書所有の必

要性浮上：イエス・キリストの地上における言行録作成の希求 

 

2. 福音書の成立という出来事 

2.1. 伝承の蒐集 

2.1.1. イエス・キリスト派（原始キリスト教）の伝承 

 ナザレのイエスに遡る可能性が高いとされる伝承 

  神の治めの接近宣言（マルコ 1:14-15 並行 * 洗礼者ヨハネとの関係性） 

  ゲツセマネ祈祷（マルコ 14:36 並行）：「アッバ」呼びかけ 

  アーメン用法：始めに「アーメン」を言う異例のパターン 

 受難伝承（マルコ 14-15 章並行） 

  イエスの復活と並ぶイエス・キリスト派の最古の伝承 

 復活告知伝承 

  空の墓における復活の告知：遺体不在の伝承～顕現伝承 

 イエス・キリスト宣教 

  エルサレムの共同体の宣教 

   ペトロ説教（使徒 2:22–36） 

    イエスの活動―十字架刑―神による復活―聖書成就―高挙 

    創作演説というより、既存の宣教定式を編集したものか 
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 共同体生活の要約 

  使徒 2:42（教え、交わり、パン裂き、祈り）：礼拝を背景とする文脈 

 パウロ書簡に保存されている最初期伝承 

  復活信仰の信条的定式（Ⅰコリ 15:3-5） 

   「わたしが受けたものを、あなたがたに伝えた」 

    死、埋葬、復活、顕現が並ぶ、原始信仰告白の核心 

  キリスト賛歌（フィリ 2:6-11）：パウロ以前の礼拝賛歌 

   キリストの低みと高みに注目した構造と神讃美 

  ダビデ系譜（ローマ 1:3-4） 

   ダビデの子孫としてのイエス 

   復活による神の子の宣言という対照構造 ―― 信仰定式 

  最初期聖餐伝承（Ⅰコリ 11:23–25） cf. 共観福音書伝承（マルコ、マタイ、ルカ） 

   「主から受けた」 

   聖餐に関する最古の伝承 

   離婚再婚批判伝承も近似（Ⅰコリ 7:1-16） 

  アラム語の保存（Ⅰコリ 16:22） 

   マラナ・タ：実際に礼拝などで用いられていた可能性大 

2.1.2. 福音書成立への経緯：伝承の蒐集へ 

神の子イエス・キリスト、救い主の伝承 

  受難物語   エルサレム入城から十字架の出来事、埋葬まで 

  復活・顕現物語   空の墓、墓にいた者による女性たちへの復活宣言 

  誕生伝承   乙女マリアへの出来事、ダビデ家系の父ヨセフ 

  本質・神話的伝承  苦難のしもべ、始源のロゴス、父と子、子と聖霊 

ガリラヤ湖周辺伝承 

  奇跡伝承 

癒し、悪霊・穢霊追放、食糧提供、湖の凪化 

教え伝承→とくに教説的なものはイエスの語録資料（Q 文書）として文書化 

譬物語、論争物語、教令物語（山上の説教・平野の説教など） 

  個別伝承 

   ザカリアとエリサベト、洗礼者ヨハネ、十二弟子、マグダラのマリア 

   マルタとマリア、ラザロ、ニコデモ、アリマタヤのヨセフ 

   ガリラヤ全体ではナザレ、カナ（しるし資料）、ナインなどごくわずか 

⇒ これらを福音書記者自らが取材して収集あるいはユダヤ戦争で難民化した人々（とく

にガリラヤ、ことにガリラヤ湖周辺地域の人々やユダヤまでイエスにつき従った人々）に

よる伝達・報告 

 ⇒ マルコによる福音書の成立へ 

 

2.2. 四福音書の成立 

最古の福音書：成立としては紀元 70 年頃のマルコによる福音書 

 ただし、聖書のどの文書にも原本は存在していない 

残存している最古の写本：紀元 200 年頃のヨハネによる福音書断片（66） 

  「～による福音（書）」という記載が見られる最古の情報 
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――その後、四世紀に至るまで、わずかなパピルス文書（72 : 3-4 世紀の

ペトロの手紙Ⅰ／Ⅱ、ユダの手紙の表題）以外に文書名をつける伝統なし 

2.2.1. マルコによる福音書 

2.2.1.1. 著者 

伝説によれば使徒ペトロの通訳マルコ 

（フィレ 24; 使徒 12:12. 25, 15:37-40; コロ 4:10; Ⅱテモ 4:11; Ⅰペト 5:13） 

 ユダヤ教の流れもわずかに組む異邦人キリスト者 

2.2.1.2. 成立年代・成立地 

紀元 70 年代（エルサレム陥落・神殿崩壊後）説が有力（佐藤、原口、上村） 

 40 年代説（トロクメ）、50 年代説（田川）、60 年代説（過去多数） 

 アラム語・ヘブライ語も比較的通用する北レヴァント地域 

2.2.1.3. 資料 

・受難物語 

・空の墓物語 

・奇跡物語 

・論争物語 

・たとえ話 

 ・イエスの本質伝承：苦難のしもべ 

2.2.1.4. 思想的特徴：編集史的研究（E. ローマイヤー、W. マルクスセンの研究など） 

 ・ガリラヤにおけるイエスのわざと権威ある教え 

 ・強大な権力への逆説的批判者 

 ・イエスへの信（必死の願い）における奇跡 

 ・弟子の無理解 

 ・苦難のしもべとメシアの秘密 

・イエスの地ガリラヤ（湖）と受難の地エルサレム 

 

2.2.2. マタイによる福音書（G. ボルンカムの研究など、前史として B. W. ベイコンの研究も） 

2.2.2.1. 著者 

伝説によればイエスの弟子マタイ 

  マタイ 9:9, 10:2-4; マルコ 3:16-18; ルカ 6:13-16; 使徒 1:13 

イエス十二弟子の一人として名前が挙がる 

マタイ福音書のみ、マタイの職業が徴税人であったと記す 

 ユダヤ教に深く根ざした教育を受けた異邦人出身キリスト者 

2.2.2.2. 成立年代・成立地 

紀元 80 年代 

ユダヤ教に通じた人々が少なくない、北レヴァント地域 

2.2.2.3. 資料 

・マルコ福音書 

・Q 文書 

・マタイ特殊資料 

・旧約聖書引用・解釈伝統 

2.2.2.4. 思想的特徴 
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・律法の完成者としてのイエス 

・教会共同体意識と倫理の重視 

・共同体のアイデンティティ確立 

ユダヤ教から分離しつつあるキリスト者共同体の自己定義 

・終末論と実践倫理の結合 

 

2.2.3. ルカによる福音書 

2.2.3.1. 著者 

 伝説によれば使徒パウロの協働者である医師ルカ 

  フィレ 24; コロ 4:14; Ⅱテモテ 4:11 

真正パウロ書簡の中ではフィレモンへの手紙においてのみであるが、第

二パウロ書簡のコロサイの信徒への手紙およびテモテへの手紙Ⅱにおい

てもパウロの同労者であることが言及されている 

高度なヘレニズム教育を経験した異邦人キリスト者 

 歴史記述、修辞学、七十人訳聖書のギリシャ語文法などに通じる 

2.2.3.2. 成立年代・成立地 

紀元 80-90 年代：ローマとの関係構築模索 

ヘレニズム文化圏の都市（ローマ？アレクサンドリア？アンティオキア？） 

2.2.3.3. 資料 

・マルコ福音書 

・Q 文書 

・ルカ特殊資料（誕生物語ほか） 

2.2.3.4. 思想的特徴：編集史的研究（H. コンツェルマンの研究『時の中心』） 

・普遍史的救済理解：神の歴史における異邦人にまで至る救済（「救済史」） 

・貧者・周縁者への配慮 

・教会の時代への移行 

・聖霊と祈りの強調 

 

補遺：共観福音書 

マルコ、マタイ、ルカによる福音書は「共」に「観」ることが可能であることから、「共観」

（synopsis: ギリシャ語 σύν 「共に」＋ὄψις 「見ること」「観点」「面」「顔」）福音書と 18

世紀以来呼ばれている 
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2.2.4. ヨハネによる福音書 

2.2.4.1. 著者 

 伝説によればイエスの弟子ヨハネ 

ただしヨハネによる福音書のみ、ゼベダイの子ヤコブとヨハネの名前が具体的に

言及されていない 

 作品中では「主に愛された弟子」の作とされる 

  ヨハネのことか別人か、そもそも実在の人物かどうかも不明とされる 

 一人の執筆ではなく複数人の手による共同体的著作 

2.2.4.2. 成立年代・成立地 

紀元 90 年代：ユダヤ教との対立が明確化 

小アジア（エフェソ周辺？） 

2.2.4.3. 資料 

・ヨハネ特殊資料伝承 

・しるし物語 

・賛歌的素材（序文など） 

共観福音書との直接的な連関は認められない 

2.2.4.5. 思想的特徴（W. ブセット、R. ブルトマンら先駆的研究から） 

・高いキリスト論（ロゴス・受肉） 

・二元論的世界観（光と闇、生と死） 

・信仰による現在的終末論・救済論 

・共同体内部の自己理解の深化 

・伝統的終末論の内面化 

 

3. 四つの福音書、一つの福音 

 福音書の通読から見えてくること 

3.1. 表題としての序 

それぞれの福音書はどのような始まり方をしているか 

  マルコ：表題～預言の成就：洗礼者ヨハネの登場～イエスの受洗 

  マタイ：系譜～ヨセフへの天使のお告げとイエスの誕生 

  ルカ：献辞～洗礼者ヨハネの誕生予告（ザカリア）～イエスの誕生予告（マリア） 

  ヨハネ：ロゴス讃歌～洗礼者ヨハネの証し 

 古代より序章がその書物の特徴を示す伝統（例：旧約聖書各文書の書名と冒頭の言葉） 

古代の教父たちによって「四つの福音書、一つの福音」の神学が構築される際に、

それぞれの福音書の始まり方が参照されている 
 

―――――――――――― それぞれの福音書に固有の内容 ―――――――――――― 
 

3.2. 福音書神学の結晶としての終幕 

 それぞれの福音書はどのような終わり方をしているか 

  マルコ：空の墓における復活宣言～ガリラヤへ先に行かれるイエス～女性陣の沈黙 

  マタイ：山での大宣教命令 

  ルカ：天からの力の降下の約束～昇天（高挙） 

  ヨハネ：弟子たちへの顕現と後書き（20 章） 

 弟子たちへの顕現、ペトロと愛した弟子への顕現および後書き（21 章） 
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3.3. 歴史のイエスと信仰のキリスト 

 歴史におけるナザレのイエスの出来事に関する伝承 

 →イエスがメシア＝キリストであったことを告白する福音書に 

 

ナザレのイエスの歴史の出来事とそれを信仰と神学で示す福音書の出来事が、 

読み祈りはたらくわたしたちの中で新たなキリスト教の伝承・宣教・伝道の出来事となる 

 

総括：出来事となる聖書学的な読みと信仰のさらなる醸成へ 

 聖書学的な聖書への接近 

  - 信仰に対する人間の全知性を以て聖書に耳を傾けようとする行為 

人間の内奥にかかわるがゆえに、ときに時代の風潮や自分自身の 

傲慢さを反映するイデオロギーになりかねない 

⇒神からの愛や恵みを感謝と真摯さを以て受け止めることを支援する 

 

- 多種多様な価値観をも認める懐の深さと真摯な学問的および信仰的行為 

将来のキリスト教徒たちを迎え入れようという方向性を示している 

 

聖書の学びは信仰を破壊する試みではなく、むしろ信仰に挑戦することによって信仰へと

いざなう出来事であり続ける 
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共観表（佐藤研『福音書共観表』より） 
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十字架上の言葉 

 

 


